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社
会
に
貢
献
す
る
神
戸
大
学
】

港
湾
の
安
全
を
担
う
水パ
イ
ロ
ッ
ト

先
人
の
養
成
大
阪
湾
水
先
区
水
先
人
会
・
竹
口
信
和
会
長
に
聞
く

―
―

な
ぜ
水
先
人
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
？

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
レ
ポ
ー
ト
】「
の
び
や
か
ス
ペ
ー
ス
あ
ー
ち
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
神戸大学のメタモルフォーゼを伝えるメディア

神
戸
大
学
三
級
水
先
人
養
成
課
程
第
一
期
修
業
生
・
篠
﨑
啓
二
さ
ん
に
聞
く

神
戸
大
学
水
先
人
養
成
課
程
の
概
要
／
大
学
院
海
事
科
学
研
究
科
・
林
祐
司
教
授
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港湾の安全を担う水
パ イ ロ ッ ト

先人の養成

大
阪
湾
水
先
区
水
先
人
会
会
長

竹
口
信
和
（
た
け
ぐ
ち
・
の
ぶ
か
ず
）

１
９
４
３
年
生
、
京
都
市
出
身
。
１
９
６
７
年
、
神
戸
商
船
大
学
卒

業
後
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
入
社
。
外
国
航
路
の
三
等
航
海
士
、
二

等
航
海
士
、
一
等
航
海
士
、
船
長
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
東
京
、

ア
メ
リ
カ
、
神
戸
で
の
オ
フ
ィ
ス
勤
務
を
は
さ
み
、
延
べ
15
年
近
く

乗
船
勤
務
を
経
験
す
る
。
２
０
０
０
年
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
退
社
、

水
先
人
免
許
取
得
、
水
先
修
業
を
経
て
水
先
人
開
業
。
２
０
１
０
年

５
月
、
大
阪
湾
水
先
区
水
先
人
会
会
長
就
任
。

「
大
阪
湾
」を
知
り
尽
し
た
海
の
プ
ロ
が

海
上
物
流
の
大
動
脈
を
支
え
る
。

「
水パ
イ
ロ
ッ
ト

先
人
」
は
港
湾
に
入
出
港
す
る
大
型
船
舶
を
安
全
に
誘
導
す
る
職
業
で
あ
り
、「
水
先
法
」
と
い

う
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
国
家
資
格
だ
。
２
０
０
７
年
４
月
の
改
定
水
先
法
施
行
に
伴
い
、
全

国
３
養
成
施
設
の
第
一
号
と
し
て
神
戸
大
学
大
学
院
海
事
科
学
研
究
科
内
に
「
水
先
人
養
成
課
程
」

が
設
置
さ
れ
、
学
生
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
「
三
級
水
先
人
」
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
。

従
来
は
長
年
の
外
国
航
路
船
長
と
し
て
の
経
験
を
必
要
と
す
る
極
め
て
狭
き
門
だ
っ
た
水
先
人
へ

の
道
が
今
若
者
に
も
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。本
号
で
は
、こ
の
新
し
い
職
業
機
会
の
詳
細
を
探
っ

て
み
る
。

◉
世
界
に
つ
な
が
る
物
流
拠
点

　

神
戸
大
学
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
年
記
念
館
か

ら
一
望
で
き
る
大
阪
湾
は
日
本
の
物
流
を
支
え
る
大

動
脈
だ
。
眼
下
に
広
が
る
港
と
工
業
地
帯
は
、
大
阪

湾
を
介
し
て
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
国
際
物
流
の
主
役

は
、
今
な
お
海
上
輸
送
で
あ
る
。
日
本
の
全
輸
出
入

に
対
す
る
海
上
輸
送
の
占
め
る
割
合
は
、
重
量
ベ
ー

ス
で
99
％
以
上
、
金
額
ベ
ー
ス
で
も
74
％
に
達
し
て

い
る
。
中
で
も
神
戸
港
・
大
阪
港
を
中
心
と
す
る
阪

神
港
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
神
戸
港
は
輸
出
の

21
・
２
％
（
金
額
ベ
ー
ス
、
以
下
同
じ
）、
輸
入
の

13
・
０
％
、
大
阪
港
が
輸
出
の
７
・
７
％
、
輸
入
の

14
・
７
％
を
占
め
、
東
京
湾
圏
内
に
次
ぐ
大
き
な
規

模
と
な
っ
て
い
る
（
財
務
省
「
物
流
動
向
調
査
」
平

成
20
年
９
月
実
施
分
）。

◉
港
湾
の
安
全
と
効
率
を
支
え
る
水
先
人

　

竹
口
信
和
さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
大
阪
湾
水
先
区

水
先
人
会
は
、
そ
の
巨
大
な
物
流
の
安
全
と
効
率
的

運
用
を
支
え
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。

水パ
イ
ロ
ッ
ト

先
人
は
、
湾
内
の
港
に
寄
港
す
る
大
型
船
舶
が
、

安
全
か
つ
効
率
よ
く
湾
内
を
航
行
し
、
事
故
な
く
入

港
・
着
岸
あ
る
い
は
離
岸
・
出
航
で
き
る
よ
う
、
実

際
に
船
舶
に
乗
船
し
て
船
長
に
操
船
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
海
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。

　

竹
口
さ
ん
は
、
神
戸
商
船
大
学
を
卒
業
後
、
外
国

航
路
の
船
長
と
し
て
長
年
経
験
を
積
み
、
56
歳
で
退

職
し
て
水
先
人
の
道
に
入
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
水
先
人
の
資
格
や
職
務
は
「
水
先
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
弁
護
士
や
医
師

と
同
様
、
国
か
ら
免
許
を
受
け
た
者
だ
け
が
従
事
で

き
る
国
家
資
格
と
な
っ
て
い
る
。
免
許
は
全
国
35
あ

る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
水
先
区
ご
と
に
与
え
ら
れ
、
国

土
交
通
省
に
登
録
し
各
水
先
人
会
に
入
会
し
て
業
務

を
行
う
。

　
「
私
た
ち
が
若
い
頃
は
、
海
外
に
行
く
機
会
な
ど

め
っ
た
に
な
く
て
、
外
国
航
路
の
船
員
に
な
る
の
は

若
者
の
夢
だ
っ
た
」
と
、
竹
口
さ
ん
は
水
先
人
と
な

る
に
至
っ
た
経
歴
を
語
る
。

　

京
都
の
街
中
で
海
と
は
縁
な
く
育
っ
た
竹
口
さ
ん

だ
が
、
海
に
憧
れ
て
神
戸
商
船
大
学
に
進
学
。
大
手

海
運
会
社
に
就
職
し
て
、
そ
の
夢
を
実
現
し
た
。

　
「
当
初
、
三
等
航
海
士
と
し
て
乗
船
し
た
の
は
１
万

ト
ン
ぐ
ら
い
の
貨
物
船
で
す
。そ
の
後
、二
等
航
海
士
、

一
等
航
海
士
、
船
長
と
キ
ャ
リ
ア
が
上
が
る
の
と
並

行
し
て
、
新
造
船
も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
船
長

に
な
っ
て
か
ら
は
、
26
万
ト
ン
の
タ
ン
カ
ー
で
ア
ラ

ビ
ア
湾
の
石
油
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
運
び
ま
し
た
」

　

竹
口
さ
ん
に
と
っ
て
残
念
な
の
は
、
70
年
代
の
二

度
の
石
油
危
機
や
85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
が

原
因
で
、
パ
ナ
マ
船
籍
や
リ
ベ
リ
ア
船
籍
な
ど
外
国

籍
の
船
（
便
宜
置
籍
船
）
の
比
率
が
大
幅
に
増
え
、

次
の
世
代
の
日
本
人
船
長
を
十
分
に
育
て
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
今
、
そ
の
つ
け
が
日
本
の
海
運
や

港
湾
行
政
、
水
先
人
会
に
も
回
っ
て
き
て
い
て
、
人

材
の
育
成
が
火
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◉
若
者
に
チ
ャ
ン
ス
広
が
る

　

水
先
人
の
仕
事

　

２
０
０
７
年
に
水
先
法
と
関
連
法
令
が
改
正
施
行

さ
れ
、
水
先
人
資
格
に
級
別
制
度
が
採
用
さ
れ
て
、

若
い
人
が
、
三
級
か
ら
二
級
、
一
級
へ
と
水
先
人
の

仕
事
を
し
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
組
み

が
整
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
新
し
い
制
度
は
ま
だ
端
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
。
外
国
人
船
長
に
信
頼
さ
れ
る
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
に
は
、
豊
富
な
乗
船
実
績
が
今
も

欠
か
せ
な
い
。

　

大
阪
湾
水
先
区
は
、
東
京
湾
水
先
区
や
伊
勢
三
河

湾
水
先
区
と
並
ん
で
、
湾
内
の
水
域
全
体
が
「
強
制

水
先
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
１
万
総
ト
ン
以
上

の
船
舶
は
、
一
部
の
免
除
船
を
除
い
て
、
入
出
港
の

際
に
水
先
人
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

年
間
お
よ
そ
２
万
６
千
件
、
一
日
平
均
70
件
あ

ま
り
の
水
先
業
務
（
２
０
０
８
年
実
績
）
を
担
っ
て

い
る
大
阪
湾
水
先
区
水
先
人
会
に
は
、
現
在
１
０
３



名
の
水
先
人
が
所
属
し
て
い
る
。
そ
の
内
19
名
は

２
０
０
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
制
度
の
水
先
修
業

を
経
て
一
級
水
先
人
の
資
格
を
習
得
し
た
水
先
人
だ
。

２
０
０
７
年
の
新
制
度
実
施
以
前
に
は
、
大
阪
湾
水

先
区
と
阪
神
港
水
先
区
が
別
の
水
先
区
だ
っ
た
た
め
、

そ
の
境
界
で
水
先
人
が
交
代
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
水
先
人
が
新
一
級
免
許
へ
の

書
き
換
え
を
終
え
て
、
水
域
を
通
し
て
水
先
業
務
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
先
人
は
各
々
が
個
人
事
業
主
な
の
で
定
年
退
職

は
な
い
が
、
会
則
で
は
72
歳
に
な
る
前
日
ま
で
と
決

ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
最
年
少
は
49
歳
、
最
高
齢
は

71
歳
。
毎
年
、
握
力
や
視
力
の
健
康
検
査
が
あ
り
、

み
な
、
体
力
の
維
持
と
健
康
管
理
は
欠
か
せ
な
い
。

◉
水
先
人
の
仕
事
は
ハ
ー
ド

　

大
阪
湾
に
入
っ
て
く
る
大
型
船
の
多
く
は
早
朝
に

入
港
し
夕
方
に
出
航
す
る
。
水
先
人
会
へ
の
水
先
要

請
は
乗
船
予
定
の
24
時
間
以
上
前
と
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
乗
船
の
前
日
に
は
船
会
社
や
代
理
店
あ
る

い
は
船
舶
か
ら
連
絡
が
次
々
と
水
先
人
会
に
入
り
、

乗
船
可
能
な
水
先
人
に
割
り
振
ら
れ
る
。

　

紀
伊
水
道
か
ら
入
港
す
る
船
舶
の
場
合
、
水
先
人

の
乗
船
場
所
は
友
ヶ
島
水
道
南
７
マ
イ
ル
地
点
の
海

上
だ
。
早
朝
入
港
の
場
合
は
、
前
日
に
バ
ス
ま
た
は

大
阪
湾
を
出
る
船
の
水
先
業
務
で
淡
路
島
の
洲
本
ま

で
行
き
、
洲
本
に
設
置
さ
れ
て
い
る
待
機
所
で
仮
眠

し
て
２
時
に
起
床
、
３
時
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
ボ
ー
ト
で

出
発
し
、
４
時
に
要
請
の
あ
っ
た
入
航
船
舶
と
海
上

で
合
流
。
船
舶
の
風
下
側
に
垂
ら
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
ラ
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
９
メ
ー
ト
ル
の
縄
梯
子
を

伝
っ
て
乗
船
す
る
。

　

大
型
船
舶
の
船
長
は
航
空
機
の
機
長
と
は
違
い
、

自
ら
操
船
す
る
こ
と
は
な
い
。
航
長
や
航
海
士
に
進

路
や
速
度
を
指
示
し
、
船
長
を
含
め
た
乗
組
員
が
船

を
動
か
す
。
水
先
人
も
、
乗
船
し
た
ら
ブ
リ
ッ
ジ
で

船
長
の
隣
に
立
ち
、
船
長
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

船
長
の
責
任
と
承
認
の
下
に
、
乗
組
員
に
直
接
指
示

を
出
す
。

　

乗
船
地
点
の
友
ヶ
島
水
道
南
方
か
ら
阪
神
港
外
ま

で
の
全
行
程
が
お
よ
そ
30
マ
イ
ル
（
56
㎞
弱
）
あ
り
、

12
ノ
ッ
ト
（
マ
イ
ル
／
時
）
以
上
の
速
度
で
航
行
し

て
、
お
よ
そ
２
時
間
で
港
外
に
到
着
。
港
内
に
入
れ

ば
タ
グ
ボ
ー
ト
な
ど
と
無
線
で
細
か
く
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
約
１
時
間
か
け
て
接
岸
す
る
。
そ
の
後
、

船
長
と
挨
拶
を
交
わ
し
て
下
船
し
、
水
先
人
会
の
事

務
所
ま
で
戻
り
、
朝
８
時
頃
に
仕
事
が
終
わ
る
。

　

出
港
の
場
合
は
、
入
港
と
は
逆
に
、
夕
方
に
岸
壁

か
ら
乗
船
し
、
友
ヶ
島
水
道
の
下
船
場
所
ま
で
水
先

業
務
を
行
う
。そ
こ
で
迎
え
に
来
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
ボ
ー

ト
に
乗
り
移
り
洲
本
の
待
機
所
に
帰
着
。
通
常
は
、

そ
の
ま
ま
仮
眠
し
て
翌
朝
の
入
港
船
の
水
先
業
務
に

従
事
す
る
。
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◉
漁
法
に
も
精
通
し
て
い
る
必
要
が
あ
る

　
「
船
長
と
し
て
も
、
水
先
人
と
し
て
も
、
も
っ
と
も

大
事
な
の
は
見
張
り
で
す
」
と
、
竹
口
さ
ん
は
断
言

す
る
。

　

大
阪
湾
内
は
行
き
交
う
船
舶
が
多
い
だ
け
で
な
く
、

湾
そ
の
も
の
が
豊
富
な
水
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
歴
史

あ
る
漁
場
だ
。
季
節
に
よ
っ
て
は
無
数
の
漁
船
が
航

路
上
で
操
業
し
て
い
る
。漁
船
の
動
き
は
漁
法
に
よ
っ

て
動
き
も
異
な
り
、
パ
ッ
チ
網
漁
と
呼
ば
れ
る
大
阪

湾
特
有
の
漁
法
で
は
、
２
隻
の
漁
船
で
後
ろ
に
長
く

網
を
引
く
。
ど
の
船
と
ど
の
船
が
ペ
ア
を
組
み
、
網

の
最
後
尾
は
ど
こ
か
、
遠
く
か
ら
確
実
に
見
極
め
、

適
切
な
進
路
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
無
事
に
水
先
業
務
を
完
了
し
、
船
長
か
ら
感
謝
さ

れ
、〝
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｊ
ｏ
ｂ
！
〟
と
握
手
を
求
め
ら
れ

る
と
、
い
つ
も
な
が
ら
肩
の
荷
が
下
り
て
ほ
っ
と
す

る
」
と
、
竹
口
さ
ん
は
言
う
。「
大
型
船
の
操
船
の
一

番
大
変
で
面
白
い
と
こ
ろ
を
船
長
に
代
わ
っ
て
や
ら

せ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
、
水
先
人
の
仕
事
の
醍
醐

味
」
で
も
あ
る
。

◉
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
へ
の
挑
戦

　

神
戸
港
と
大
阪
港
は
、
神
戸
港
か
ら
堺
泉
北
港
ま

で
の
一
体
的
な
運
用
を
前
提
と
し
て
「
阪
神
港
」
と

い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年

８
月
に
は
、京
浜
港
（
東
京
港
、横
浜
港
）
と
と
も
に
、

政
府
が
重
点
的
に
整
備
す
る
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略

港
湾
」
に
選
定
さ
れ
た
。

　

阪
神
港
が
か
つ
て
の
ア
ジ
ア
の
国
際
ハ
ブ
港
の
地

位
を
取
り
戻
せ
ば
、
大
阪
湾
に
入
航
す
る
船
舶
も
さ

ら
に
大
幅
に
増
加
す
る
。

　
「
水
先
人
会
と
し
て
は
、入
出
港
船
が
い
く
ら
増
え

て
も
大
丈
夫
」と
、竹
口
さ
ん
は
自
信
を
持
っ
て
言
う
。

水
先
人
そ
れ
ぞ
れ
経
歴
は
違
っ
て
も
、
海
の
仲
間
の

結
束
は
固
い
。１
０
０
名
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
船
長
を
擁

す
る
大
阪
湾
水
先
人
会
は
、一
丸
と
な
っ
て
大
阪
湾
の

安
全
航
行
と
阪
神
港
の
機
能
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

●パイロットボート

AKASHI
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三
級
水
先
人
養
成
課
程
は
、「
見
果
て
ぬ
夢
」を
実
現
す
る
た
め
の
道
だ
か
ら
。

◉
三
級
水
先
人

　

篠
﨑
さ
ん
は
２
０
０
６
年
に
改
正
さ
れ
翌
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
改
定
「
水
先
法
」
に
よ
る
「
三
級
水

先
人
」
修
業
生
の
第
一
期
生
だ
。

　

財
団
法
人
海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
し
て
全

国
で
募
集
さ
れ
た
第
一
期
25
名
の
三
級
水
先
人
養
成

枠
の
う
ち
、
篠
﨑
さ
ん
を
含
め
た
６
名
が
大
阪
湾
水

先
区
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
全
員
が
神

戸
大
学
大
学
院
海
事
科
学
研
究
科
の
修
士
課
程
を
昨

年
９
月
に
修
了
し
、
10
月
か
ら
水
先
人
養
成
課
程

の
最
終
段
階
と
な
る
６
か
月
間
の
水
先
現
場
実
習
を

受
け
て
き
た
。
つ
ご
う
２
年
半
に
わ
た
る
養
成
課
程

が
３
月
末
に
無
事
に
修
了
す
れ
ば
、
晴
れ
て
三
級
水

先
人
の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
５

月
の
国
家
試
験
に
合
格
す
れ
ば
水
先
人
と
し
て
の
デ

ビ
ュ
ー
が
可
能
に
な
る
。

◉
夢
の
制
度

　

篠
﨑
さ
ん
は
神
戸
商
船
大
学
を
卒
業
後
、内
航
フ
ェ

リ
ー
の
航
海
士
と
し
て
船
乗
り
の
道
に
進
ん
だ
。
そ

の
篠
﨑
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
し
く
始
ま
っ
た
三
級
水

先
人
養
成
制
度
は
夢
の
よ
う
な
制
度
だ
。

　

篠
﨑
さ
ん
は
、
外
国
航
路
の
船
乗
り
へ
の
道
を
志

し
て
、
国
立
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
（
現
：
富
山

高
専
）
に
進
学
し
た
。
乗
船
実
習
を
含
め
て
５
年
半

の
高
専
課
程
を
卒
業
し
、
三
級
海
技
士
（
航
海
）
の

資
格
を
取
得
し
た
後
も
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
神
戸
商
船
大
学
へ
と
進
学
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
時
代
の
変
化
は
篠
﨑
さ
ん
を
待
っ
て
は
く

れ
な
か
っ
た
。
高
専
卒
業
時
も
、
商
船
大
卒
業
時
も
、

外
国
航
路
は
リ
ベ
リ
ア
籍
や
パ
ナ
マ
籍
な
ど
外
国
人

乗
組
員
が
乗
船
で
き
る
外
国
籍
の
船
（
便
宜
置
籍
船
）

が
全
盛
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
外
国
航
路
へ
の
道
は

と
て
も
狭
い
門
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
海
を
諦
め
て
陸
の
仕
事
を
選
ん
だ
同
期
生
も
多

く
、
内
航
フ
ェ
リ
ー
に
乗
務
で
き
た
私
は
幸
運
だ
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
何
か
ふ
っ
き
れ
な
い

気
持
ち
を
ず
っ
と
抱
え
た
ま
ま
で
し
た
」

　

そ
ん
な
篠
﨑
さ
ん
に
と
っ
て
、
当
時
、
水
先
人
と

い
う
職
業
は
、
外
航
船
の
船
長
と
し
て
実
績
を
積
ん

だ
人
だ
け
が
な
れ
る
「
雲
の
上
の
職
業
」
で
「
夢
の

ま
た
夢
」
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
０
７
年
４
月
新
制
度
が
実
施
さ
れ

て
、「
水
先
人
」
の
夢
が
一
躍
実
現
可
能
な
夢
へ
と
近

づ
い
た
の
で
あ
る
。

◉
か
な
り
ハ
ー
ド

　

三
級
水
先
人
の
養
成
課
程
は
、
航
海
、
運
用
、
法

規
や
英
語
な
ど
の
座
学
が
９
か
月
半
、
操
船
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
操
船
実
習
が
６
か
月
、
商
船
等

で
の
船
上
訓
練
が
４
か
月
、
タ
グ
ボ
ー
ト
乗
船
訓
練

が
半
月
、
水
先
人
に
帯
同
さ
れ
て
の
水
先
現
場
訓
練

が
10
か
月
、
合
計
で
２
年
６
か
月
の
課
程
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
養
成
課
程
の
科
目
に
加
え
て
、

修
士
課
程
修
了
に
必
要
な
単
位
も
履
修
す
る
。
10
か

月
の
水
先
現
場
訓
練
の
内
、
前
半
の
４
か
月
の
訓
練

に
は
大
学
の
春
休
み
と
夏
休
み
が
当
て
ら
れ
た
。

夢
の
ま
た
夢
を
現
実
の
も
の
に
す
る
の
は
、
や
は
り

そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

◉
信
頼
さ
れ
る
こ
と

　

外
航
船
舶
を
操
船
す
る
夢
が
か
な
う
と
思
う
と
、

「
正
直
な
と
こ
ろ
不
安
も
一
杯
」
と
、
篠
﨑
さ
ん
は
言

う
。

　

海
上
勤
務
の
実
績
が
な
い
人
を
教
育
に
よ
っ
て
一

か
ら
水
先
人
と
し
て
養
成
す
る
制
度
は
、
現
在
、
日

本
だ
け
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
日
本
の
国
内

法
で
資
格
を
満
た
し
て
水
先
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

水
先
業
務
を
要
請
す
る
外
国
船
の
船
長
が
信
頼
し
て

操
船
を
任
せ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
は
全
く
別
の
問
題

だ
。

　
「
水
先
業
務
が
無
事
に
終
わ
り
、
相
手
の
船
長
か
ら

〝
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｊ
ｏ
ｂ
！
〟
と
感
謝
の
握
手
を
求
め
ら

れ
て
初
め
て
合
格
だ
」
と
、
竹
口
会
長
か
ら
い
つ
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
水
先
水
域
内
だ
け
で
も
外
国
船

の
船
長
た
ち
に
負
け
な
い
だ
け
の
知
識
と
経
験
を
積

む
必
要
が
あ
る
。

　

新
し
い
水
先
法
で
は
、
三
級
水
先
人
が
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
、
二
級
水
先
人
、
一
級
水
先
人
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
級
水
先
人
養
成

は
、
一
級
水
先
人
へ
の
修
業
の
第
一
歩
。
篠
﨑
さ
ん

た
ち
の
水
先
人
修
業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

●練習船「深江丸」

篠
﨑
啓
二
（
し
の
ざ
き
・
け
い
じ
）

１
９
７
８
年
生
、
富
山
県
黒
部
市
出
身
。
２
０
０
０
年
、
富
山
商
船

高
等
専
門
学
校
卒
業
。
２
０
０
１
年
、
神
戸
商
船
大
学
三
年
次
編
入

学
。
２
０
０
３
年
、
神
戸
商
船
大
学
卒
業
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株

式
会
社
入
社
。
２
０
０
８
年
、
神
戸
大
学
大
学
院
海
事
科
学
研
究
科

入
学
（
水
先
人
養
成
課
程
）。
２
０
１
０
年
、
同
博
士
前
期
課
程
修
了
。

２
０
１
１
年
３
月
ま
で
、
科
目
等
履
修
生
と
し
て
水
先
実
習
コ
ー
ス

を
受
講
中
。
一
級
海
技
士
（
航
海
）。
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◉
20
代
半
ば
で「
三
級
水
先
人
」に
な
れ
る

２
０
０
７
年
の
４
月
に
新
し
い
「
水
先

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
従
来
と

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
何
で
す
か
？

水
先
資
格
へ
の
等
級
制
の
導
入
で
す
。
以

前
の
制
度
で
は
、
一
級
海
技
士
（
航
海
）

の
資
格
を
持
ち
、
総
ト
ン
数
３
０
０
０
ト
ン
以
上
の

船
舶
の
船
長
を
３
年
以
上
務
め
た
人
に
し
か
、
水
先

人
の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
事
実
上
、
海
運
会
社
に
船
長
と
し
て
長

年
勤
め
た
あ
と
に
、
例
え
ば
50
歳
代
に
な
っ
て
初
め

て
水
先
人
に
な
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

新
制
度
で
は
、
船
長
経
験
が
な
く
て
も
早
け
れ
ば
20

歳
代
で
三
級
水
先
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後

二
級
、
一
級
と
資
格
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
先
法
が
改
定
さ
れ
た
背
景
は
何
だ
っ

た
の
で
す
か
？

水
先
人
の
全
般
的
な
高
齢
化
と
後
継
者
の

減
少
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
若
い
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
制
度
の
根
幹
で
す
。
欧
米
で
は

先
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
政
策
で
す
が
、
日
本

で
は
「
ヤ
ン
グ
パ
イ
ロ
ッ
ト
構
想
」
の
延
長
上
に

２
０
０
５
年
ご
ろ
か
ら
具
体
化
し
、
２
０
０
６
年
に

水
先
法
が
改
正
さ
れ
、
翌
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

水
先
区
と
水
先
人
の
全
国
的
な
配
置
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

全
国
に
は
35
の
水
先
区
が
あ
り
、
全
体
で

お
よ
そ
６
６
０
人
の
水
先
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
大
阪
湾
水
先
区
に
は
１
０
３
名

の
水
先
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
大
阪
湾
水
先
区
を

含
め
た
、東
京
湾
、伊
勢
三
河
湾
、内
海（
瀬
戸
内
海
）、

関
門
の
５
つ
の
水
先
区
は
「
五
大
水
先
区
」
と
呼
ば

れ
、
日
本
と
世
界
と
を
結
ぶ
海
運
の
大
動
脈
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
港
湾
の
安
全
か
つ
効
率
的

な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
に
も
水
先
人
の
育
成
と
安

定
供
給
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

◉
神
戸
大
学
で
水
先
人
に
な
る
に
は―

―
で
は
神
戸
大
学
で
水
先
人
に
な
る
に

は
、
ど
う
い
う
課
程
を
履
修
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
か
？

現
在
全
国
に
は
３
つ
の
水
先
人
養
成
施
設
が

設
置
さ
れ
、
神
戸
大
学
は
そ
の
第
１
号
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
養
成
施
設
で
は
、
三
級
か
ら
一
級

ま
で
の
水
先
人
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
神
戸
大
学
の
三
級
水

先
人
課
程
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

三
級
水
先
人
を
目
指
す
場
合
、
前
提
条
件
と
し
て
三

級
海
技
士
（
航
海
）
以
上
の
資
格
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
総
ト
ン
数
１
０
０
０
ト
ン
以
上
の
船
舶
に
よ
る

１
年
以
上
の
乗
船
実
習
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。神
戸
大
学
の
場
合
、海
事
科
学
部
を
卒
業
し
て
６
ヶ

月
の
乗
船
実
習
を
終
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ

ア
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
上
で
、
大
学
院
海
事
科
学
研
究
科
に
入

学
し
博
士
前
期
課
程
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
課
程
を
含
め
た
２
年
６
ヶ
月
の
三
級
水
先
人

養
成
課
程
を
修
了
す
れ
ば
、
三
級
水
先
人
国
家
試
験
の

受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
学
習
や
実
習

を
す
る
の
で
す
か
？

養
成
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
座
学
・

操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
習
・
商
船
等
乗
船

実
習
・
タ
グ
ボ
ー
ト
乗
船
実
習
・
水
先
現
場
実
習
に

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
操

船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
習
と
水
先
現
場
実
習
で
す
。

　

本
学
養
成
施
設
に
設
置
さ
れ
た
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
は
、
全
国
35
水
先
区
に
対
応
し
た
景
観
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
、
ベ
テ
ラ
ン

の
水
先
人
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
す
る
、
現
場
に

即
し
た
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
習
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
水
先
現
場
実
習
は
全
体
を
５
つ
の

ス
テ
ー
ジ
に
分
割
し
て
実
施
さ
れ
、
２
年
６
ヶ
月
の

間
に
必
要
な
課
程
を
修
了
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

◉
ま
も
な
く
第
１
期
の
三
級
水
先
人
が
誕
生

国
家
試
験
に
合
格

し
た
あ
と
は
？

三
級
水
先
人
は
総
ト

ン
数
２
万
ト
ン
ま
で

の
船
舶
の
水
先
業
務
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
先
ほ
ど
述
べ
た

五
大
水
先
区
の
み
で
求
人
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

三
級
水
先
人
は
、（
財
）
海
技

振
興
セ
ン
タ
ー
の
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
、
ど
の
水
先
区
に

所
属
す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
試
験

に
合
格
す
れ
ば
、
該
当
す
る
水
先
区
の
水
先
人
会
に

所
属
し
て
水
先
人
と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
直
ち
に
自
立
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
そ
の
た
め
、
所
属
す
る
水
先
人
会
の
指
導

の
下
に
一
定
期
間
同
行
訓
練
を
続
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
う
し
て
三
級
水
先
人
と
し
て
２
年
以
上
の
実
務

経
験
を
積
め
ば
、次
は
二
級
水
先
人
養
成
課
程（
６
ヶ

月
間
）
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
課
程
を
修

了
し
、
二
級
水
先
人
国
家
試
験
に
合
格
す
れ
ば
二
級

水
先
人
（
総
ト
ン
数
５
万
ト
ン
ま
で
の
船
舶
の
水
先

業
務
可
能
）
と
な
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
級
水
先
人
と
し
て
２
年
以
上
の
実
務

経
験
を
積
み
、
一
級
水
先
人
養
成
課
程
（
３
ヶ
月
）

を
修
了
し
、一
級
水
先
人
国
家
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、

総
ト
ン
数
無
制
限
の
船
舶
の
水
先
業
務
が
可
能
な
一

級
水
先
人
に
な
れ
ま
す
。

●
神
戸
大
学
の
水
先
人
養
成
課
程
で
は
、
２
０
１
１

年
３
月
に
三
級
水
先
人
養
成
課
程
の
第
１
期
生
が
全

課
程
を
修
了
し
、
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
し
ま

す
。
そ
の
後
、遅
滞
な
く
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験（
年

３
回
実
施
）
の
合
格
を
経
て
、
日
本
で
最
初
の
三
級

水
先
人
が
誕
生
し
ま
す
。

QA

●神戸大学大学院海事科学研究科  林祐司教授（三級水先人養成課程担当）に聞く

●操船シミュレーター

QA ど
う
す
れ
ば「
水パ

イ
ロ
ッ
ト

先
人
」に
な
れ
る
の
か
？

QAQA

QAQA

水先人資格取得フロー

総トン数1000トン以上の船舶（平水
区域を除く）で１年以上船長または航
海士として乗船した経験もしくは１年
以上練習船による実習を受けた経験

海事科学部卒業と乗船実
習科における６ヶ月の乗
船実習

三級水先人養成課程（２年６ヶ月）修了

神戸大学での履修課程

前提条件：三級海技士（航海）以上の資格取得

三級水先人国家試験合格

三級水先人免許取得
（五大水先区のいずれかの水先人会に
所属）

三級水先人として２年以上の実務経験

二級水先人養成課程（６ヶ月）

二級水先人国家試験合格

二級水先人免許取得

二級水先人として２年以上の実務経験

一級水先人養成課程（３ヶ月）修了

一級水先人国家試験合格

一級水先人免許取得

大学院海事科学研究科
（博士前期課程）修了と
科目等履修生としての６
ヶ月現場実習

大学院海事科学研究科科
目等履修生

大学院海事科学研究科科
目等履修生

●神戸大学の水先人養成課程



ボランティア活動レポート

「のびやかスペースあーち」のホームページ：http://www2.kobe-u.ac.jp/~zda/arch-prep.html
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稲
垣
里
奈

子
ど
も
・
家
庭
支
援
部
門
・
発
達
科
学
部
４
回
生

高
橋
眞
琴

障
害
共
生
支
援
部
門
・

人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程

「
の
び
や
か
ス
ペ
ー
ス
あ
ー
ち
」ボ
ラ
ン
ティ
ア

「
の
び
や
か
ス
ペ
ー
ス
あ
ー
ち
」
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
成
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
）
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
と
し
て
２
０
０
５
年
９
月
、
旧
灘
区
役
所
跡
地
に
開
設
さ
れ
、
子

育
て
支
援
を
核
と
す
る
「
共
生
の
街
づ
く
り
」
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
に
根

ざ
し
た
「
あ
ー
ち
」
の
活
動
は
、二
つ
の
部
門
で
構
成
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

◉「
あ
ー
ち
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
「
あ
ー
ち
」
の
ス
ペ
ー
ス
は
、「
ふ
ら
っ
と
」、「
あ
ー
と
」、

「
こ
ら
ぼ
」、
そ
し
て
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
４
つ
に
分
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
「
あ
ー
ち
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
密
接
に
関

連
し
て
お
り
、
子
育
て
に
か
か
わ
る
地
域
の
人
々
が
誰
で

も
気
兼
ね
な
く
（
ふ
ら
っ
と
）
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、

自
己
表
現
（
あ
ー
と
）
を
通
じ
た
他
者
と
の
ふ
れ
あ
い
が

で
き
、
さ
ら
に
他
者
と
の
交
流
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と
発

展
（
こ
ら
ぼ
）
し
て
い
く
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
他
者
の
活
動
を
知
る
こ
と
も
重
要

だ
。

　

あ
ー
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
子
ど
も
・
家
庭
支
援
部

門
と
障
害
共
生
支
援
部
門
に
分
か
れ
て
、
こ
う
し
た
空
間

に
集
う
人
々
の
交
流
を
促
進
し
、
共
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
に
向
け
た
動
き
を
支
援
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

◉
子
ど
も
・
家
庭
支
援
部
門

　

稲
垣
里
奈
さ
ん
（
発
達
科
学
部
４
回
生
）
は
、
子
ど
も・

家
庭
部
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
１
回
生
の
と
き
か
ら
続
け

て
き
た
。

　

子
ど
も
・
家
庭
部
門
と
は
、
地
域
の
子
育
て
に
関
わ
る

人
々
、
例
え
ば
親
子
が
好
き
な
時
間
に
ふ
ら
っ
と
・
あ
ー

ち
に
や
っ
て
き
て
、
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
で
交

流
し
た
り
で
き
る
空
間
を
作
る
。
そ
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
積
み
木
や
絵
本
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
子
ど
も
と
遊

ん
だ
り
、
見
守
っ
た
り
、
あ
る
い
は
保
護
者
と
話
し
た
り

す
る
。

　
「
一
人
で
子
育
て
を
し
て
い
る
親
は
、
不
安
を
感
じ
や

す
い
も
の
で
す
が
、
そ
ん
な
と
き
親
同
士
が
交
流
で
き
れ

ば
ず
い
ぶ
ん
安
心
で
き
る
こ
と
も
あ
る
」
と
、
稲
垣
さ
ん

は
あ
ー
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
を
説
明
す
る
。

　

例
え
ば
親
同
士
が
交
流
す
る
た
め
に
は
し
ば
ら
く
子
ど

も
と
遊
ん
で
く
れ
る
人
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
話
し
相

手
が
必
要
な
と
き
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
布
お
む
つ
交
流
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
運

営
す
る
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
だ
。

◉
保
育
士
に
な
り
た
い

　

稲
垣
さ
ん
が
あ
ー
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
、「
乳
幼
児
期
の
発
達
心
理
学
を
勉
強
す
る

中
で
、
実
際
の
乳
幼
児
は
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
疑
問
が
湧
い
た
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、あ
ー

ち
と
い
う
空
間
自
体
が
自
分
に
と
っ
て
楽
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
を
す
る

う
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
地
域
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　
「
も
っ
と
言
え
ば
、
相
談
員
と
し
て
あ
ー
ち
に
来
て
い

た
保
育
士
さ
ん
の
活
躍
が
と
て
も
す
て
き
に
見
え
て
き

て
、
自
分
も
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
発
達
科
学
部
に
は
保
育
士
の
履
修
コ
ー
ス
は

用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
稲
垣
さ
ん
は
、
必
要
な
10

科
目
と
実
技
を
独
学
で
勉
強
し
国
家
試
験
に
見
事
合
格
し

た
。
こ
う
し
て
、
稲
垣
さ
ん
は
、
卒
業
後
に
公
立
保
育
園

の
保
育
士
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

◉
障
害
共
生
支
援
部
門

　

高
橋
眞
琴
さ
ん
は
、
障
害
共
生
支
援
部
門
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
大
学
院
人
間
発
達
環
境

学
研
究
科
の
博
士
課
程
後
期
課
程
に
在
籍
し
、
重
度
の
障

害
の
あ
る
人
と
地
域
住
民
と
の
関
係
形
成
に
つ
い
て
研
究

を
続
け
て
い
る
。
特
別
支
援
学
校
の
教
員
と
し
て
働
く
社

会
人
で
も
あ
る
。

　

高
橋
さ
ん
は
も
と
も
と
あ
ー
ち
の
親
子
会
員
と
し
て
そ

●高橋眞琴さん

の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
の
は
、

実
に
感
動
的
な
光
景
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
「
子
ど
も
た
ち
が
障
害
の
あ
る
、
な
し
に
関

わ
ら
ず
楽
し
そ
う
に
生
き
生
き
と
遊
ん
で
い
る
姿
」
が
あ

り
、
ま
た
驚
く
べ
き
こ
と
に
「
重
度
障
害
の
子
ど
も
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い
る

姿
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
光
景
は
高
橋
さ
ん
の
あ
ー
ち

体
験
の
原
点
と
な
っ
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研

究
科
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

２
０
０
７
年
か
ら
あ
ー
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

◉
社
会
的
な
居
場
所
を
作
る

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
現
状
は
、
地
域

で
活
動
す
る
場
が
極
め
て
少
な
い
と
、
高
橋
さ
ん
は
言
う
。

「
そ
の
点
、
あ
ー
ち
で
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域

住
民
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

活
動
の
場
を
支
え
て
い
る
」。
そ
の
意
味
で
、
あ
ー
ち
は
、

「
先
進
的
」
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
な
居
場
所
を
作
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
居
場
所
づ
く
り
」
こ
そ
が
障
害
共
生

支
援
部
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
下
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ

り
、
ま
た
高
橋
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

　

高
橋
さ
ん
は
、音
楽
、ク
ッ
キ
ン
グ
、造
形
、自
由
遊
び
、

お
出
か
け
な
ど
実
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
な
る
活
動

に
、
折
を
み
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

●稲垣里奈さん

●「あーち」の間取り（イメージ）

ふらっと・あーち

あーと・あーち

エレベーター

給湯室

受付

情報コーナー

こらぼ・あーち

倉庫



発
刊
の
こ
と
ば

　

神
戸
大
学
は
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）
の
創

立
以
来
、
開
放
的
で
国
際
性
に
富
む
固
有
の
文
化
の

下
、「
真
摯
・
自
由
・
協
同
」
の
精
神
を
理
念
と
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
間
性
豊
か
な
指
導
的
人
材
の
育

成
と
、
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
「
知
」
の
創
造
拠
点

＝
世
界
的
教
育
・
研
究
機
関
＝
た
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

●

　

今
、
20
世
紀
都
市
文
明
か
ら
の
転
換
が
激
し
く

迫
ら
れ
る
中
で
、
大
学
に
は
そ
の
創
造
力
を
発
揮
し

て
新
し
い
21
世
紀
文
明
構
築
の
さ
き
が
け
と
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
神
戸
大
学
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
５
」
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、「
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
教
育
・
研
究
」、「
卓
越
し
た
社
会
貢
献
・

大
学
経
営
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
加

速
す
る
た
め
の
タ
ー
ボ
装
置
で
す
。
タ
ー
ボ
の
力
を

よ
り
強
力
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
神
戸
大
学
が

社
会
に
よ
り
深
く
根
を
張
り
、
そ
こ
か
ら
の
支
持

と
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●

　

本
誌
『
神
戸
大
学
と
わ
た
し―

―
A

cross the 
B

oundaries

』
は
、
神
戸
大
学
と
社
会
の
接
点
に

取
材
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
先
取
り
す
る
取
り
組
み
を
可

視
化
す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
の
促
進
と
ビ
ジ
ョ
ン

の
早
期
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
２
０
１
０
年
１
月
１
日

※
表
紙
題
字
下
の
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
は
、
生
物
学

で
い
う
「
変
態
・
変
身
」
の
意
。
本
誌
は
神
戸
大
学
が
21

世
紀
に
飛
躍
す
る
様
を
追
い
か
け
ま
す
。

神戸大学
わ
た
し
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「
神
戸
大
学
基
金
」、

大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
感
の
醸
成
！

・
課
外
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
開
始
し
ま
す

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
で
は
、
４
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
含
む
課
外
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
在
学
生
に
は
現

役
時
代
か
ら
「
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し
て
の
一
体
感
を

感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
「
神
戸
大
学
基
金
」
の
た
だ
今
の
募
金
状
況
は
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
10
月
か
ら
展
開
を
開
始
し
て
い
る
事
業
「
在

学
生
の
国
際
化
対
応
」・「
神
戸
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
整

備
」・「
神
戸
大
学
基
金
奨
学
金
創
設
」」
に
つ
い
て
、
ほ

ぼ
予
定
ど
お
り
執
行
し
て
い
ま
す
。
①
在
学
生
の
国
際
化

対
応
で
は
、
協
定
校
へ
の
海
外
派
遣
事
業
助
成
や
海
外
外

国
語
研
修
の
助
成
、
部
局
企
画
に
よ
る
留
学
・
研
修
・
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
制
度
設
計

を
完
了
し
、
一
部
選
考
も
終
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
英
語
論
文
校
正
・
学
会
発
表
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
）
で
は
、
延
べ
３
２
０
名
の
学
生
へ
の
グ
ル
ー

プ
指
導
や
講
演
会
「
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
実
施
な
ど
、
在
学
生
・
教
職
員
に
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
②
首
都
圏
に
お
け
る
卒
業
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、「
神
戸
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
」

は
平
成
23
年
１
月
７
日
か
ら
、
帝
国
劇
場
ビ
ル
地
下
１
階

に
整
備
・
拡
充
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
フ

ロ
ア
も
広
く
な
り
卒
業
生
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま

す
。
東
京
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

③
全
学
生
を
対
象
と
し
た
生
活
困
窮
学
生
へ
の
奨
学
金
支

援
制
度
「
神
戸
大
学
基
金
緊
急
奨
学
金
」
を
開
始
し
、
数

名
の
学
生
へ
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
１
年
次
生
を
対
象
と
し
た
優
秀
か
つ
生
活
困

窮
学
生
へ
の
奨
学
金
支
援
「
神
戸
大
学
基
金
奨
学
金
」
の

制
度
設
計
を
完
了
し
、
４
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
神
戸
大
学
基
金
」
は
次
代
を
担
う
後
輩

を
支
援
し
ま
す
。
彼
ら
を
巻
き
込
ん
だ
「
神
戸
大
学
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
感
を
醸
成
す
る
た
め
に
も
、
本
学
の
ご
卒
業
生

を
は
じ
め
、
保
護
者
の
皆
様
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
個

人
・
法
人
・
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
ぜ
ひ
と
も
「
神

戸
大
学
基
金
」
へ
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
ご
寄
附
い
た
だ
く
方
法

【
個
人
の
み
な
さ
ま
】

　

平
成
22
年
分
か
ら
、
所
得
税
法
上
の
特
別
優
遇
措
置
と

し
て
、
適
用
下
限
額
が
現
行
の
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
よ
り
一
層
ご
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
環

境
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
下
記
の
基
金
推
進
室
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
払
込
取
扱
票
一
式
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
か
ら
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
の
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 【
法
人
の
み
な
さ
ま
】

　

所
定
の
寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
左

記
基
金
推
進
室
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
振
込

依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
寄
附
申
込
書
は
、
基
金
推
進

室
に
法
人
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

ば
送
付
し
ま
す
。
あ
る
い
は
左
記
の
サ
イ
ト
か
ら
書
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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■図で見る神戸大学基金募金状況
　　　　　　　　　　　　　（２０11 年（H23）1.31 現在）
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.kobe-u.ac.jp/kobekikin/corporation.htm

E
-M

ail: 
kikin@

offi
ce.kobe-u.ac.jp

お　

知　

ら　

せ

寄
附
者
の
み
な
さ
ん
！

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

神
戸
大
学
基
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
寄
附
行
為
の
動
機
や
、
神
戸
大

学
へ
の
期
待
な
ど
、
神
戸
大
学
基
金
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
最
大
31
文
字
程
度
）
を
左
記
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
許
す
限
り
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

■
寄
附
者
名
称
奨
学
金（
冠
奨
学
金
）奨
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

●  

支
援
の
恩
返
し
と
し
て
、
将
来
の
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。（
工
学
部
・
３
年
）

●  

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
必
ず
社
会
に
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
工
学
部
・
３
年
）

●  

次
は
、
私
達
が
向
上
心
に
富
む
後
輩
を
奨
学
金
で
支
援
す

る
側
に
な
り
た
い
。（
工
学
部
・
４
年
）

●  

奨
学
金
の
お
か
げ
で
自
分
の
将
来
へ
大
き
く
投
資
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
工
学
部
・
３
年
）

●  

神
戸
や
神
戸
の
人
は
自
分
の
見
守
り
者
と
い
う
存
在
に
な

っ
た
。（
留
学
生
／
経
営
学
研
究
科
・
修
士
２
年
）

●  

生
活
だ
け
で
は
な
く
、
私
の
心
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
留
学
生
／
経
営
学
研
究
科
・
修
士
２
年
）

●  

私
は
フ
ジ
ッ
コ
株
式
会
社
の
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
留
学
生
／
国
際
協
力

研
究
科
・
修
士
２
年
）
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大
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言
メ
ッ
セ
ー
ジ
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寄附金総額：
寄附総件数：

2,286,062,592円
8,922件

1,662,777,000円
33,173,262円
590,112,330円

282件
43件

8,597件

（内訳）法人：
　　　　団体：
　　　　個人：

■法人：
■団体：
■個人：
　（個人内訳）
　■学内教職員
　■卒業生：
　■学生保護者：
　■その他（名誉教授／
　　　　　　卒業生保護者等）：

1,662,777,000円
33,173,262円
590,112,330円

117,484,600円
391,149,660円
31,285,000円

50,193,070円

■法人：
■団体：
■個人：
　（個人内訳）
　■学内教職員
　■卒業生：
　■学生保護者：
　■その他（名誉教授／
　　　　　　卒業生保護者等）：

282件
43件

8,597件

1,809件
5,404件
1,234件

150件

寄附金総額
2,286,062,592円

寄附総件数
8,922件

法人
72.7％

団体
1.5％

卒業生
17.1％

学内
教職員
5.1％

個人
25.8％

学生保護者
1.4％

その他（名誉教授等）
2.2％

卒業生　60.6％

学内教職員
20.3％

個人　96.4％

学生保護者
13.8％

その他　　1.7％
（名誉教授等）

法人　3.1％ 団体
0.5％

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
８
‐
８
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３
‐
５
０
２
４



リニ
ュー
アル

オー
プン

卒業生のネットワーク作りの場所として……、全国で活躍されている卒業生とのネットワークの拠点として……

母校へのコンタクト及び利用されたい方、全国で活躍されている卒業生の東京での憩いの場所として……

神戸大学についてお知りになりたい方、その他、お気軽にご訪問・ご利用ください。

神戸大学
東京オフィスにようこそ。

〒 100-0005　東京都千代田区丸の内 3-1-1（帝国劇場ビル地下 1 階）
Tel: 03-6269-9130  Fax: 03-3214-4227

E-mail: tokyo-office@org.kobe-u.ac.jp
http://www.kobe-u.ac.jp/info/tokyo-office/

開所時間：月〜金 9 : 00 - 19 : 00（土日祝日を除く）

● JR 山手線有楽町駅より徒歩 3 分
●都営三田線日比谷駅より徒歩 1 分

●東京メトロ有楽町線有楽町駅より徒歩 1 分
●東京メトロ千代田線日比谷駅より徒歩 3 分

※東京オフィスの運営には、皆様のご支援による
「神戸大学基金」の一部が活用されています。




